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は　じめに

アルフォンソ・ピンクニー(AlphonsoPinkney)の『アメリカ暴力史』

(TheAnteγican Way of Violence, 1972)は,原語のタイトルが示唆するよう

に,暴力のアメリカ的な表れ方を扱った代表的な研究書である。著者はア

メリカ社会の体質と暴力との緊密性を捉え,その具象例として, 「インディ

アンの大壷虐殺と黒人の奴隷制度から, 20世紀なかばの広島と長崎の住民

にたいする爆撃,さらに現在のインドシナの宜しい農民とブラック・パン

サー党の殺教」に言及し,こうした「暴力行使のような現象は,個人が手

を下すにしても,制度から来るものである」1'と述べて,アメリカ社会の

制度的な暴力の噴出を問題視している。その制度の元凶として彼はカルヴィ

ニズムを挙げ, 「この宿命論の政治的な重要性は,指導する側と従う側が

神の意志によって定められており, (中略)この教義は人種によって優劣

が決まっているという考え方と結びっいて,黒人の奴隷化とインディアン

の根絶を正当化した」と洞察し,二元論的に峻別するカルヴィニズムの体

質が「社会進化論の流行によって補強された」2'と分析している。

このように確かにピンクニーの問題意識は鋭いし,例証も豊富であるが,

暴力とその集合的な発生源としてのカルヴィニズムや社会進化論との結託

のメカニズムについての論述が希薄で,暴力の症例研究のような結果となっ

ている。その意味では,ピンクニーの問題意識を受け継いだ元山千歳氏た

ち4人によるFアメリカ文学と暴力』3'は,ひとつの優れた研究成果を示

している。ポー,トウェイン, -ミングウェイ,ペロー,マラマッドの各

文学における暴力表象を,歴史的な文脈の中で,作家の社会的な側面や創

作ヴィジョンに結び付けて挺密に分析している。しかし,それでも何かが
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欠けている感は否めない。おそらくそれは,アメリカの深南部で深く構造

化されている熱い暴力文化と,その根源にある人種偏見の風土を直視した

文学の分析がないことに起因していると思われる。

集団的に構造化された暴力として私たちの頭にすぐ思い浮かぶ典型は,

ユダヤ人撲滅を目指したホロコースト(Holocaust)と,アメリカの黒人

奴隷制度(Black Slavery)であろう。その2つが, 「反人規」 (anti-human),

「反生命」 (anti-life)4'という相において,人類が犯した2大絶対悪(abso-

luteevil)5であるという認識を, Fソフイ-の選択』 (Sophie'sChoice, 1979)

で形象化したのが,南部ヴァージニア出身のウィリアム・スタイロン

(William Styron, 1925-)である。 「奴隷制度と強制収容所には,制度の,

専制制度(despotic institutions)の特質があった」6)と述べる彼は,アウ

シュヴィッツで突出した強制収容所という制度の悪を,ユダヤ人の特殊な

経験であるホロコーストという言葉に直線的に還元されないように注意し

ているが,それでも,ナチによるユダヤ人撲滅政策には,紛れもなく反ユ

ダヤ主義(anti-semitism)という硬直した理念がまとい付いていたことは,

否定しようのない事実である。しかし,ここではその詳しい跡付け作業は,

本稿の主題から逸脱するので差しひかえたい。ただ,社会学の分野におい

ては, 「暴力の主体を特定の人間や集団に帰することができず,暴力が非

対称的な構造のなかにビルトインされていて,それが不平等な力として,

したがって不平等な生活機会として現れ,死や障害,苦痛など直接的暴力

の行使による効果と同様な効果をもたらす場合」7'を, 「構造的暴力」

(structural violence)という概念で捉えるようであるが,筆者が構造化さ

れた暴力(structured violence)という場合,人種的偏見や宗教的挟陰等

によって人々の精神を縛るように社会に組み込まれた間接的な力と,それ

らが複合的に作用して噴出する直接的な暴力をもさす概念として使用して

いる。いわば,フランスの哲学者ルイ・アルチュセール(LouisAlthusser)

流の重層的決定(overdetermination)という概念で呼ばれる,家族や教会

のレヴェルを通して浸透するイデオロギー的Eg家装置に近い概念である。

つまり,彼は「イデオロギーは人々の行為の中に刻み込まれており,その

限りで経験的世界で物質的に存在している」が故に, 「学校,家族,教会

などのイデオロギー装置をとおして物質化され固定化される」と解釈し,

イデオロギー装置として捉える国家を, 「<公私>の領域を問わず,様々

な領域の隅々にまで網の目のように広がる網状組織」8'として規定したが,

本稿で筆者が用いている構造化された暴力とは,この網状組,積のように社
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会に深く浸透して人々の精神を支配し歪めているイデオロギー装置と,そ

れが暴力として具象化する社会的様態のことである○

そこで本稿では,まず,アメリカ文学の具体的なテクストに反ユダヤ主

義が表出しているエピソードを探り,それが構造化された暴力として精神

的に大きなトラウマとなっている様相を考察する。次に,黒人奴隷制度の

通産に絡まる暴力の諸相を,主として深南部ミシシッピでの現実の事件と・

同州出身のウィリアム・フォ-クナー(WilliamFaulkner, 1897-1962)の

テクストに求め,それらが構造化した暴力文化として,南部人の精神を呪

縛している内実を考究することを目指す。

1.反ユダヤ主義のトラウマ

「ギリシャ語の<アンチ> (反)と<セミッツ> (ユダヤ人)を1879年

にドイツのヴィルヘルム・マー[WilhelmMarr]が合成し,それまでのユ

ダヤ人に対する憎悪を表す言葉としたことに由来する」9)反ユダヤ主義

(anti-Semitism)という近代的な概念は, 2000年に及ぶキリスト教文明を

基盤とした西欧社会において,為政者と民衆のレベルでのユダヤ人に対す

る宗教的,人種的偏見が複合的に結集して,社会的に構造化された価値観

あるいはイデオロギーとして表出した現象を名づけたものである10)。ジャ

ン-ポール・サルトル(Jean-PaulSartre)が, 「ユダヤ人はなによりも・

先ず社会的人間である。なぜなら,彼の苦しみが社会的なものだからであ

る。彼をユダヤ人にしたのは,神の摂理ではなく,社会である」11)と,歴

史的に特異な目で見られたユダヤ人の社会性をことさらに強調するのら,

人間社会の異端者,ディアスポラ(Diaspora)と見なされることになった

ユダヤ人の宿命を,歴史的,社会的な表徴と見るからである。このような

反ユダヤ主義が共産主義への恐怖や狂信的なナショナリズムに煽られて,

全体主義ドグマとして噴出したのが,あのナチズム(Nazism)であり・

その結果としてのホロコ-ストであったと,乱暴な僻敢図を承知で総括す

ることはできるだろう。まさに反ユダヤ主義は,個人的な好悪の感情や単

なる差別的処遇を超えたイデオロギー装置として,社会的,文化的暴力と

なった巨大な典型である。

例えば,ヘミングウェイの長編第1作『日はまた昇る』 (TheSunAlso

Rises, 1926)に登場する嫌われ者のユダヤ人ロバート・コーン(Robert

C。hn)は,子供があり離婚歴があるにもかかわらず,周囲の人間の感情

に鈍感で疎まれ役として描かれているために,読者の同情を引くことはな
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い。つまり,このテクストでは彼の疎まれる要因が,反ユダヤ主義という

長い歴史の尾を引く社会的心理現象と結び付けられることはなく,あくま

でもコーン個人の資質の問題として扱われている。少なくとも物語の展開

の中ではそのように見える。だが注意深い読者は,ニューヨークで最も裕

福かつ最古参のユダヤ系一族のメンバーである彼が,ボクシングなど毛妹

いしていたにもかかわらず, 「プリンストン大学でユダヤ人の扱いを受け

た際の劣等感と気後れの感情を打ち払うために,苦労して徹底的にボクシ

ングを習得した」12'結果,大学ではミドル級チャンピオンだったという作

品冒頭部の説明を,意義深く認識するだろう。このコーンは,プリンスト

ン大学の最初のユダヤ人学生-ロルド・リープ(HaroldLoeb)をモデル

として造型され,ちょうど小説の中で,主人公のジェイク・バーンズ

(JakeBums)たちがプレット・アシュリー(BrettAshley)を挟んで,心

身両面で鞘当てをしたように,ヘミングウェイとリープとの問でも女性を

挟んでの確執があったことが,作者の自伝的エピソードとして確認でき

る13-。ここでわれわれが注目すべきは,コーンという疎まれ役を使った作

者の執念深い報復感情などではなく,コーンが大学に入って初めてユダヤ

人であることに目覚めたという認識の衝撃であり,その啓示的事実である。

つまり,プリンストンに行くまでは彼には見えていなかった,だが社会に

隠然と存在し構造化されている反ユダヤ主義の感情に遭遇して,放浪の民

族(WanderingJew)とかディアスポラとしての血を引くユダヤ人の民族

特有の宿命とアイデンティティに目覚めたということである。

大学でコーンが認識した厳しい反ユダヤ主義的雰囲気の度合いは,ニュー

ヨーク知識人の一人ライオネル・トリリング(LionelTrilling, 1905-1975)

が,同じくプリンストン大学で経験したユダヤ人としてのアイデンティティ

の危機と苦汁の物語を知れば,容易に想像できることである。母校の同大

学で講師を勤めながら(1932-38),マシュー・アーノルド(Matthew

Arnold)について卓抜な博士論文を仕上げた彼は, 「フロイト主義者,マ

ルクス主義者,ユダヤ人」14)という理由で英文科から排斥の憂き目に会い

かけたところを, 1939年に学長の裁量でテニュア職の助教授に留まること

ができたのである。 1948年に正教授に昇格した彼は,あとは周知のように,

文学研究を文明という広い視野におさやた学究姿勢で,プリンストン大学

の看板教授にまで上り詰めて行くが,英文科でテニュア職を得るという栄

誉に浴した最初のユダヤ人であるというその経歴の背後には,ユダヤ人で

あるという一点で彼が辿った複雑な苦しいドラマが覗いて見えるのである。
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ロバート・コーンが味わったのと同類の認識の衝撃は,もっと生なまし

いかたちで,先述の『ソフィー`の選択』に登場するネイサン・ランドー

(Nathan Landau)という精神の揺れの乱高下を繰り返すユダヤ人に刻印さ

れている。ハーグァ-ド大学の修士でファイザー(Pfizer)生物学研究所

の研究員という偽の肩書きで生きている彼は,実は研究所の図書館員で,

妄想性精神分裂病者(paranoid schizophrenic)であることが,物語の展

開の中で明かされ,虚像と実像で揺れる人物として設定されている。さら

に,ナチの政権獲得(1933年1月)以後,ユダヤ人排斥運動の勢いが加速

する時代情勢の中で,彼が家族と激しい口論の末に放火事件を起こした挿

話と,彼の衝動的な参戦願望が家族の反対で挫折したこととの因果関係

ど6),ユダヤ人としての彼のアイデンティティへの目覚めと,それゆえに

若い彼が覚えたはずの衝動的な民族的ナショナリズムとの関係とがパラレ

ルなものだということが,テクストの中で強く暗示されている。ネイサン

はアメリカに亡命したポーランド女性ソフィーとの同棲生活において,彼

女の死の願望を払いのける天使的な庇護者の役割と,一方で彼女がアウシュ

ヴィッツを生き延びた秘密を,ユダヤ人として執勘に問いたださずにはい

られない悪魔的なネメシス(Niemesisj役の両方を演ずるが,そうした振

幅の激しさは,アイデンティティに目覚めた認識の衝撃と折り合い切れな

い彼の内面の葛藤が表出したものである。確かにこの小説は,作者をモデ

ルにした作家志望の語り手スティンゴ(Stingo)が彼らと絡む三角関係の

メロドラマ的要素がなくはないので,下河辺美知子も紹介しているように,

「人々の意識を,その非人間性・残虐性に直面させることから巧妙にはぐ

らかしているとの指摘もある」17)作品ではあるが,ソフィーとネイサンが

心中するという選択は,まるで2人が反ユダヤ主義というとてつもなく大

きいイデオロギー的暴力の呪いを,死によって解き放っしかなかったかの

ように悲劇として昇華されている。

2.黒い皮膚のトラウマ

以上述べたコーンとネイサンというユダヤ人の民族的な出自への覚醒と

内面の傷にもっと精練な告白的な声を与えれば,フランツ・ファノン

(Franz Fanon, 1925-1961)の体験と同類のものとなり得るO　フランス領ア

ンティル諸島のマルティニク島出身で,高い教養を身に付けたエリートの

精神分析医ファノンは, 「ほら,黒人よ(中略)ママ,黒人が見えるでしょ

う!」と言って幼い白人少女が彼に対して見せた人種差別的「身動き,態
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皮,眼差し」18)に接して,自分がステレオタイプ化した黒人像に落とし込

められたこと,つまり, 「黒人」という人種の抽象的なシニフイアンに包

括され,無機的な存在になったことの認識の衝撃を告白している。このト

ラウマとなった原体験の意味を分析した『黒い皮膚,白い仮面』 (βlack

skin, IWhiteMasks, 1967)は,皮膚の黒さが,好悪の感情を超えて,黒に

まつわる西欧文明の価値観や宗教的ヴィジョンを引きずる巨大なステレオ

タイプという文化装置の中で,汚れとして呪縛されている歴史的背景を見

事に解明している。すなわち,サタンは窯であり, 「黒は醜悪,罪,暗黒,

不道徳と等式である」19)が故に,黒人はそうした負の事象の象徴だと見な

す文化の,特にキリスト教文化の集合的無意識の偏向に支配されてきた歴

史をファノンは呪いっつも,黒人が偏向に満ちた白人の視線を意識するこ

とで内面化し,いっそうそれに自縛されるという心理の悪循環を克明に考

察している。そのメカニズムをホミ・K・バーバ(HomiK.Bhabha)は,

ミッシェル・フーコー(MichelFoucault)の言説概念とジャック・ラカン

(JacqueLacan)の心理学とを援用しながら,先にファノンが言及した

「少女の視線は黒人類型を認知し,それを否認しつつ,母親へ戻ってゆく。

黒人の子供は自分自身から,自分の人種から顔を背けて,プラスのものと

しての白さと全面的に同一化してゆくのだが,それは色であって,しかも

色ではない。植民地の主体は,否認と固着の行為をかいして,想像界のナ

ルシシズムに,完全な白人というかたちをとる理想の自己と.の同一化にた

ち戻ってゆくのである」20)と説明し, 「彼[ファノン]の言う人種は,檀

民地の言説内にあるマイナスの差異の消しがたい記号なのだ。 <人種>と

いうシニフイアンが,人種差別として固定されたかたちでしか循環,分節

化できないようにしてしまうのが,ステレオタイプなのである」21)と,ス

テレオタイプに固着した視線の暴力性を究明している。

ファノンにより「身体的な呪い」22)と捉えられた皮膚の黒さに関する言

説が,アメリカ社会でイデオロギー的文化装置として機能する暴力を問題

にしたのが,トニ・モリスン(ToniMorrison,1931-)である.彼女はそ

れを「黒人であることの苦痛」 (thepainofbeingblack)と題されたイン

タヴューで,次のように説明している.

ヨーロッパからやってきてアメリカ人になる際に,移民がお互いに

共有していたのは,この<私>に対する軽蔑です。 -それは,皮膚

の色以外の何ものでもないのです。 (中略)アメリカ人になるという
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ことは,ひとつの態度,つまり,私のような黒人を排除することを基

盤にしています。 (中略)移民が船を降りて覚える三つ目の言葉は<

ニガ->でした。 (中略)どんな移民でも,自分がどん底に落ちるこ

とはない,と分かっていました。少なくとも一つのグループよりは上

にいくはずだと-それが私たち黒人だったのです23)。

ここでモリスンは,人種と階級が絡まったアメリカ社会の構造的な暴力性

を暴いているが,精神治療医のマイケル・アダムズ(MichaelAdams)も,

「皮膚の色は<人種>というシニフイアンの顕著な,おそらく最も目立っ

指示物である。このために色による区別(colorism)は人種差別の特に致

命的な類のものである」24)と,黒い皮膚の色の特異性とその衝撃性を分析

している。構造主義批評家ツゲェタン・トドロフ(TzvetanTodorov)も,

「現代の生物学にとって, <人種>という概念は役に立たない。しかし,

この事実は人種差別主義者の行為には効力を持たない。つまり,彼らは自

己の軽蔑心や攻撃性を正当化するために,科学的な分析ではなくて,最も

表層的で顕著な身体的特徴(それらは<人種>と違って,まさに存在する

のだ) -すなわち,皮膚の色,体毛,体格の違い-を喚起する」25)という

ふうに,他者との差異をことさら身体的な外貌に依拠しようとする人間の

性癖を洞察している。この人間の視覚に根ざした根源的偏向がモリスンの

第一作『青い目が欲しい』 (TheBluestEye, 1970)のモチーフであるが,

彼女は『白さと想像力』 (鞄ing in the Dark: Whiteness and the Literaり

Imagination, 1992)という講演集において,その根源的偏向がアメリカの

白人作家の想像力を集合的に支配している言説を果敢に暴いた。

3.人種の序列化の言説

以上見たよ.うな偏向が人種の序列化,階梯化を生み出す力になったこと

は容易に想像できる。モリソン自身, 「<人種>は陰に陽に容認されてい

るにもかかわらず,今なお言葉にすることのできない事柄である」26)と冷

徹に見定め, 「人類の進化の階梯で特権化された位置を占めた白さ」27)と,

欧米の白人の意識にこびり付いている偏向をえぐり出し,タブー視されて

いる人種の序列化と,それが心理的な暴力になりうる現実の隠された問題

に,あえて人々の注意を喚起した。この序列化の問題は,本論の冒頭で紹

介したピンクニーの解釈,つまり,正義と邪悪,天使と悪魔等,人間事象

を2極に選別したがるアメリカ社会のピューリタニズム,特に厳格なカル
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ヴィニズムの体質と,それが社会進化論の流行によっていっそう補強され

たという文脈に深く関わるものである。

人種の序列化の言説の起源は,ヘンリー・ルイス・ゲイツ(Henry

Louis Gates,Jr.)によって, 「全ての人間の知を体系化しようとする衝動

(それが啓蒙時代の特徴である)が,黒人を存在の大いなる連鎖[the

great chain ofbeing]の低い位置に落とし込めるということに直線的に行

き着いてしまったのだが,それは,植物,昆虫,動物から人間を通過して

天使,それから神自身へと全ての生きものを垂直の階梯に配列した古い構

築物である」と解説され, 「1750年までにはその連鎖には細かい目盛りが

施され,人類の階梯は<最下底のホッテントソト> (南アフリカの黒人)

から<栄えあるミルトンとニュートン>へと上り詰めるものであった」28)

と同定されている。それを18世紀から19世紀前半にかけてのアメリカ的な

コンテクストで捉えた巽孝之は, 「キリスト教的な神が創造したとする

<存在の大いなる連鎖>をダーウィン的文脈における<存在の大いなる連

鎖>へ巧妙に塗り替えていくプロセス」において, 「アフリカ生まれの黒

人はヨーロッパ人種すなわち<人間>よりは低次の存在として,しかしオ

ランウータンすなわち<猿>よりは高次あるいはオランウータンと同等の

存在として定位されてきた」29)と,具象的に見事なパースペクティヴを付

与して解釈している。

このダーウィン的文脈がイギリスの哲学者-～バート・スペンサー

(Herbert Spencer)により,社会に通用された社会進化論の影響力を,

「暗黒大陸の神話」について考察したパトリック・プラントリンガー

(Patrick Brantlinger)が,人類学との関連において明快に説いている-

「人種の差異に関するディシプリンとしての身体人類学と民族学の発展は,

1860年代以降,ダーウィニズムと社会進化論によって強化された。こうし

た<科学>は探検家や宣教師たちが表明したステレオタイプを強固にした。

進化人類学はしばしば,アフリカ人は,人間でなくはないし,違った種で

はないにしても,非常に劣った<種族>なので, '<高度の影響>を受けや

すい」30)。こうして白人種による人種の序列化の言説がイデオロギー装置

として,モリスンが問題視するように見えざるかたちで人々の意識を縛り

歪めてしまう支配力を持っことになったのである。

以上,紙数の関係で,人種の差異化,序列化の(擬似)科学的な言説の

流れを,単純化を承知でごく圧縮して追ったが,こうした言説が,アメリ

カ南部の独特な宗教文化,フランスの社会学者ピェール・プルデュー
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(Pierre Bourdieu)が提起した概念で言えば, -ビトゥス(habitus),つま

り集合的な生活習慣,あるいは生活感覚のようなものに遭遇して,南部人

の精神を狭除にする力を重層決定的に発揮したこともまた十分想像できる

ことである。というのは,南部にはウィルバー・J　キャッシュ(WilburJ.

Cash)が特異な心性として捉えた熱い宗教的風土が存在するからである。

「バイブル・ベルト」との蔑称を広めたその宗教文化は,柳生望氏の説明

によれば, 「<根本主義> [Fundamentalism]とよばれるもので,プロテ

スタント正統主義の最右翼をなすものである。 (中略)その特徴は保守的

<信条>よりも,極めて感情的な,時として粗暴な宗教態度にある」31)と

いう特徴を有し,その文化の中で育ったキャッシュは, 「われわれ南部人

が求めたものは(中略)自分自身と同様に単純で感情的な信仰であった。

人々を集団化し,黙示録的な壮麗な言い回しで彼らを恐れさせ,深淵に投

げ込み,救い出し,最後に絶叫する彼らを神の恩寵の囲いの中に連れ込む

ような信仰」32'と冷徹に捉え,南部の宗教の狂信性,それにより露呈する

現実への盲目性を告発し続けた。

1925年のテネシー州デイトン(Dayton)でのスコープス裁判(the

Scopestrial)で有名になったように,進化論を排し,聖書の教義を原理的

に解する根本主義は,白人優越主義(white supremacy)という偏狭な人

種差別的なイデオロギー装置を生産しやすく,事実,聖書解釈において,

白人と黒人を支配する側とされる側という二項対立の選別思想を持ち込み,

黒人を劣等種と同定している。すなわち,弟殺しのカインが神から受けた

印(「創世記」第4章第5節)が,黒人の黒い皮膚に転化されて,黒人が

神から呪われた存在という神話を生んだ。一万, -ムの子カナンがノアか

ら呪いをかけられ, 「彼はしもべのしもべになって,その兄弟たちに仕え

る」 (「創世記」第9章第25節)という聖書の逸話を根拠に, 「奴隷制度が

神の言葉から生まれた制度」という解釈を導き出し,その呪われたハムが

黒い皮膚のカインの子孫と結婚,つまり人種混清により自分の人種を汚し

たという罪の故に, 「黒人は白人に仕えるべき運命にある」と解されたの

だ㍊)0

4.エメット・ティル事件とフォークナーの「乾燥の九月」

文化の多様性を誇るアメリカにおいて,単一の人種的価値観で人間の行

動様式を規制しようとするこの白人優越主義は,例えば1881年テネシー州

において鉄道列車で黒人と白人を区別する法律が制定され,またたく間に
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南部諸州にも広がり,社会の構造化された暴力として南部人の精神の姿勢

を色付けることになったが,このいわゆるジム・クロウ法(JimCrowlaw)

に対する異議申し立ての歴史的な裁判が, 1896年の「プレッシー対ファー

ガソン事件」 (the case ofPlessyv. Ferguson)で, 「分離すれども平等」

("separate but equal")の原則が, 1955年に最高裁で違憲判決を下される

まで,南部の暴力文化のイデオロギー装置として機能した風景を,マ-サ・

バンタ(MarthaBanta)は,次のように描写している。 「人種(白人と黒

人)間の関係を支配するきっちりとしたエティケットの規範が-適切な

行動規範を決めるジム・クロウ法という形態と,そうした規範を逸脱する

者は全て罰しようとするリンチと暴徒の暴力という儀式において-再建

期以降のアメリカで実施された」34)。

後に触れるウィリアム・フォークナ-のリンチを擁護するような手紙を

問題視したニール・R・マクミラン(NeilR.McMillen)とノエル・ポー

ク(NoelPolk)は, 「彼の時代のリンチは,アメリカ国家の問題ではなく,

南部という地域固有の問題であった。 1880年-1930年間に記録に残ってい

る約4700件の全リンチのうち, 4000件が南部で起こっている。 1880年代に

アメリカで起こった全リンチの82パーセントが南部で起こったものが,

1920年代までには, 95パーセントという数字に上昇している」35'と,ジム・

クロウ法とリンチという儀式の合体が,半ば儀式化されたシステムとして,

フォークナ-が生きた時代の南部の人種問題の核心にあったことを統計的

に確証している。その合体の現実版の典型が,エメット・ティル

(EmmettTill)事件であり,フィクション版がフォークナーの短編「乾燥

の九月」 ("Dry September")である。

エメット・ティル悲劇は,北部の大都市シカゴのサウスサイドで生まれ

育ったエメット・ティルという14歳の少年が, 1955年夏にミシシッピ州グ

リーンウッド近くの片田舎町マニー(Money)の叔父を訪れた際に,店で

21歳の白人女性に話しかけたか口笛を吹いたということで,それが「性的

侮辱と解され」36)その女性の夫と腹違いの兄弟によって殺害され,しか

も殺害者は全員白人の陪審で無罪になるという,公民権運動に火をっける

きっかけになった歴史的事件である。陪審制度と白人優越主義の結託の好

例は,無実の黒人青年トム(Tom)が有罪にされてしまう, 1930年代の深

南部の田舎町を舞台にした-ーパー・リー(HarperLee)の『アラバマ物

語』 (ToKillaMockingbird, 1960)にも見られる。 50年代半ばの隣のミシ

シッピ州の人種間の緊迫した雰囲気の感触を, C.V.ウッドワード(C.V.
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Woodward)の名著『ジム・クロウの奇妙な生涯』 (The Strange Careerof

JimCrow, 1966)によってまず把握しておくと, 「[国内で]黒人という少

数民族の最大人口をかかえ,黒人人口が過半数を超える最後の州であるミ

シシッピ川は,また連邦政府の中でもっとも宜しい州であった。 (中略)

ァメリカでこれまで見られなかったほどの警察国家に近い閉塞した社会で

ある。そこの黒人は絶えず恐怖におびえて暮し,白人は州政府が助成する

市民会議[Citizens Council]が解釈する白人優越主義というドグマに盲従

して生活していた。 1955年には3人の黒人がリンチに遭った」37'というほ

ど,おぞましい差別構造(JimCrowism)の中に閉じ込められていたoそ

れゆえエメット・ティル事件は, 「白人の共同体にとっては,それが全米

に知れ渡ったという理由から,黒人にとっては,子供でさえも人種差別や

頑迷さや死からも安全でないということを示したという理由で,黒人と白

人双方のミシシッピ州の根幹を揺るがす事件であった」38)という声が代弁

するように,深南部の醜悪な暗部を一気に明るみにする衝撃力を持ってい

た。国務省の文化大使のかたちで同年8月に長野や東京を訪問後,マニラ

経由でローマに入ったフォークナ-は,この事件をアメリカ人が生き延び

るに値するかどうかの試金石になるものと捉え, 「もしアメリカのわれわ

れが,理由がどうであれ,皮膚の色がどうであれ,自暴自棄になった文化

の中で子供を殺さなければならない極限にまで達してしまっているのなら,

われわれは生き延びるに値しないし,生き延びることもないだろう」39'と

の悲憤を込めた慨嘆文を, 『ニューヨーク・ヘラルド・トリビューン』の

9月9日号に発表した。

1950年にノーベル文学賞を受賞後は,世界の冷戦構造の中でヘミングウェ

イに代わるアメリカ文学の顔として,アメリカ流の自由や民主主義を宣伝

する役割を担って公的舞台に出るようになったフォークナーは, 50年代の

公民権運動で揺れる政治の嵐の中で,人種統合問題のような複雑な厳しい

課題は,ゆっくり時間をかけて解決しようとする穏健で中立的な立場を唱

え貫いた。しかし,人種の政治学の喧嘆の中で, 「北部ではフォークナ-

は<漸進主義者> [gradualist]と呼ばれ,南部では<黒人びいき> [nig-

ger-lover]というレッテルを貼られ」40)サ左右両陣営から激しく批判され

たが,それでもェメット・ティル事件という郷里ミシシッピの人間性の試

金石となる醜悪な体質の噴出を黙認できなかった作者は, 「私の郷土の苦

境の深刺さが,わが国の他の人たちは理解できないばかりか,私たちにそ

れが深刻であるということすら信じることができないようだ」41)と,南北
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戦争後,歴史の新たな転回点にあって生まれ変わる苦しみにある南部の疎

外状況を憂う,悲壮感に満ちた書簡を文学代理人に宛てている。

黒人作家ジェイムズ・ボールドウィン(JamesBaldwin)が, 「彼[南部

人]は一方では自由社会の誇り高い市民であるが,他方,露骨で残忍な圧

制の必要性から自らを解放する勇気のない社会に得られている」12'と,北

部のリベラル派の代表として,また,二流市民に定められていた黒人たち

の公民としての自由や権利の代弁者として,南部の後進性を糾弾し正義を

叫ぶとき,それが南部人を追い詰め,暴力的な沸点に達するほど防衛職制

(defensemechanism)が働くメンタリティを引き起こすという背理に,フォー

クナーは十分意識的であった。同じ意味でノーベル賞作家トニ・モリスン

(ToniMo汀ison)ち,現実のエメット・ティル事件を30年後に『夢見るエ

メット』 {DreamingEmmeti)という演劇に仕立て上げたとき,そうした

背理に気付き,アメリカ社会の最もホットな人種問題の扱いには慎重になっ

ていたと思われる。というのは,事件を忠実に再現する写実的なドラマで

はなく,殺害された無名の黒人少年が死の世界から蘇ってきて,自分の存

在の意味を歴史に回復しようとする,絶えず人物が交差し時間と空間が入

れ替わるという劇の創りに,現実の血なまぐさい事件を単なる主義主張や

イデオロギーの道具として使うのではなく,芸術作品として昇華し,それ

によって逆に読者の心に深く沈潜し持続的な記憶となっていくことの強さ

と意義を,モリスンは認識していたと思われるからである。テクストとし

ては残されなかったこの作品に関して作者にインタヴューを行ったマーガ

レット・クロイデン(MargaretCroyden)は, 「その劇は歴史に対する疑

問を提起する。 30年前のミシシッピの少年の殺害は,アメリカの黒人と白

人双方の魂が共有できる集合的な悪夢となりえるだろうか。過去はあまり

に現在と遠くかけ離れていて,後のどの世代もその過去を認識できないの

だろうか。歴史は単に暖昧さと忘れやすさを生み出す夢にすぎないのだろ

うか」43)と,モリスンを代弁し解説している。奴隷制度のゆえに命を落と

した6,000万人の黒人の鎮魂として,歴史に埋もれた彼らに声を与え,忘

却の淵からその声を蘇らせようとした『ビラヴィド』 (蝕Ioved, 1987)が,

「国民の健忘症」 (national amnesia)4　への鉄槌を意図したように, 『夢見

るエメット』も,歴史的な事件が時間の腐食作用という暴力によっていと

も簡単に風化してしまうことへの,作者の精一杯の異議申し立てでもある

513

フォークナー文学の初期短編の傑作「乾燥の九月」は,第一次世界大戦
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の元兵士マクレンドン(McLendon)が主導して, 30歳代後半の独身の白

人女性ミニー・クーパー(MinnieCooper)が黒人ウィル・メイズ(Will

Mayes)にレイプされたという噂を根拠に彼を殺害するリンチ事件と,ど

うやらその噂を掻き立てた張本人の彼女が,何の変哲もない母と叔母との

田舎町での日常生活の中で,かつての華やかな青春時代の幻想に取りすが

りながら,その失われた華を町での噂の広まりの中で取り戻し,その余韻

を映画の銀幕のきらびやかな幻影に浸りながら玩味しようとする物語とが

交互に進展する作品である。対位法的な構成,イメージやシンボルの的確

な使用,男と女の伝統的な住み分けの世界の特徴,映画産業が片田舎にも

たらす文化の影響力の洞察等の文学的な配慮を見るだけでも,芸術的な完

成度が高いことは明らかで,とても白人優越主義がもたらしたリンチ事件

の物語と単純化して格下げできるものではない。しかし,少なくとも本論

の主題であった「文化のかたちとしての構造化された暴力」の重層性を見

事に映し出した作品であることは間違いない。テクストにおいてレイプの

噂は, 「血のような色をした9月の黄昏時に, 62日間も続いた日照りの余

波の中で,枯れ草に火を放ったように広がった」45)と書き出され,黒人男

性と白人女性に関する南部の伝統的な神話の言説,つまり, 「白人女性と

黒人男性との併置は,ほんのわずかの人種混清,あるいは人種やジェンダー

の逸脱の可能性をも押さえ込もうとする南部社会の狂気じみた努力を生み

出した」とダイアン・ロバーツ(DianeRoberts)が説く神話の支配下に

読者は引き込まれる46)。この構図は,まさにEmmettTill事件や『アラバ

マ物語』に見られたパターンと同類であり, 『八月の光』はightinAugust,

1932)のジョー・クリスマス(Joe Christmas)とジョアナ・バーデン

(JoannaBurden)との関係にも使われているが,ジム・クロウ法とリンチ

の結びつきが,黒人に人種のエティケットを厳守させようとする白人社会

のトラウマのような妄念と病理を反映している。

黒人メイズを弁護する散髪屋のホークショー(Hawkshaw)を「黒んぼ

びいき」とののしり,店にいる男たちを「起こったかって?そんなことは

どっちだっていいんだ。お前たちはほんとに起こるまで,黒んぼどもをそ

のままにしておこうっていうのか?」17)と洗脳し,まさにホモソーシャル

な空間の雰囲気をリンチという儀式に向かう発火点にまで高めて行くマク

レンドンの表面的な勇しさは,南部のいにしえの神話の一つである騎士道

精神(chivalry)や名誉(honor)の感覚を遠く暗示し,また逆に時代錯誤

となったそれらをパロディ化していると思われるが,白人優越主義を基盤
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とする権力構造が,南部白人の精神の中で, 「聖なる白人女性性という概

念」 (the concept of sacred white womanhood)mや黒人劣等種等の言説と

結び付いて重層的に決定されている風土を映し出している。 「マクレンド

ンやその仲間たちがメイズをリンチするのは,メイズの行為に対する共同

幻想の方が,事実に基づいた証拠よりもより真実だからである」19)とジョ

ン・T・マシューズ(JohnT.Matthews)が分析するように,ジェファソ

ンという同質的な小さな共同体の一つのリンチ事件とその余波を描いたこ

の短編は,南部社会の集合的無意識のようになっている人種幻想の暴力的

な支配力を見事なまでに象徴的にえぐり出した作品である。

おわリ　に

この作品の対位法的構造が,もしエドワード・サイード(EdwardSaid)

の言う「対位法的な意識」50'を映し出しているとすれば,作家フォークナー

自身は自己を相対化し,白人優越主義を脱中心化できる精神の位相にあっ

たと思われるが,先述の彼の1931年の書簡は,もっと違った作家の像をあ

らわにしている。 「乾燥の九月」が1931年1月に『スクリブナーズ』

(Scribner's)に発表されてから-か月後,問題の書簡はメンフィスの日刊

紙『コマーシャル・アピール』 (CommercialAppeal)の1931年2月15日号

に, 「リンチは阻止できる」というW.H.ジェイムズ(W.H.James)とい

う黒人の投書への応答として掲載されたもので, 「暴徒は正しいときもあ

る」という表題付きである。その表題通り,この書簡の核心は最後に,

「私はリンチを弁護するものではない」と断りつつも, 「金持ちのまま死ん

でいく者もあれば,仕事の休暇となるように,ガソリンをしみ込ませた枕

木にかけられて死んでいく者もある。が,暴徒について一つ奇妙なことが

ある。わが陪審員同様,彼らにもそれなりに正しいところがある」51)と述

べたくだりである。当時の厳しい人種のエティケットが社会の差別構造の

中で遵守されていたことを考えれば,共同体の共通した価値観から逸脱す

ることを許さない偏狭な「南部の精神」が,作者自身の意識にも重圧をか

けていたのだろうか。

屈折した表現を用いたこの書簡を読み説いたマクミランとポークは,

「おそらくわれわれにできる精一杯のことは,天才的な能力にもかかわら

ず,フォークナ-もやはり,あらゆる点において,白人の隣人たちと同様,

ミシシッピの市民で,個人と共同体の生活において,必然的にその共同体

の価値観を共有していたと認めることである」52)と同情的に読解している。
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この書簡を含めてフォークナーの人種についての一連の発言やエッセイを

検分したテレサ・M・タウナー(TheresaM.Towner)も,ポークたちの

見解に同調しているようである53)。私の見解では,第二次大戦後に『墓地

への侵入者』 {Intruderin theDust, 1948)で,ルーカス・ビーチャムとい

う人種のエティケットを守らない誇り高い黒人が,フォークナ-文学の中

で前景化してくる頃から,そしてさらにノーベル賞受賞によって公的舞台

に登場する50年代から,作者の人種意識や黒人の描き方に変化が起きたよ

うに思われるが,郷土に対して愛憎半ばする感情を抱いていたように,

「白人は決して実際には黒人のことを知ることはできない」54'とさめた洞

察をしていたフォークナ-は,黒人に対しても内面では折り合い切れない

愛憎や憐欄が入り交じった複雑な感情を認識していたのかも知れない。そ

の詳細は紙数の関係で拙著に譲り,本論はここで留めておきたい55)。
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not only'at what has happened but at what will happen. Therefore, a counter-
terrorist attitude is to overcome previsioned fears about a future attack, which
only produce a vicious circle of violence, and to offer (ex-)terrorists uncondi-
tional "hospitality" (in Derridian words) unprotected by an immune system
against alterity, which is the only way of survival, however hard it may be. In
this sense, the story ending with Cat's decision to live with the young (ex-)ter-
rorist and to "put it [a potential catastrophe] off from hour to hour and maybe
from month to month or year to year" might be called a post-terrorist narra-
tive. But yet this is no more than a decision: the details of her life with him
are not actually delineated in this story or in the succeeding one in the trilogy.

In Mao II death and violence are inscribed in relief in the postmodern con-
sumer culture and left as textual residues. The aftermath ofMao II, that is, a
counter-terrorist narrative which can "absorb our terror," is about to be writ-
ten but has not yet formed itself in its entirety in Specimen Days, or what can
be called a book of delayed hospitality.

Structured Violence as a Form of Southern Culture:
The Emmett Till Case and Faulkner's

"Dry September"

TANAKA, Hisao

This article is an attempt to explore the structured violence in the South
as a form of culture, focusing on such an actual outburst of violence as the
Emmett Till case and on William Faulkner's "Dry September" (1931) as a fic-
tional rendering of it. In The American Way of Violence (1972) Alphonso
Pinkney detects the strong connection between American Calvinism and the
Social Darwinism which helped to advance the tendency of American society
to dichotomize human society into two groups such as the saved and the
damned, the superior and the inferior, or the good and the evil-a
dichotomization which was taken advantage of to justify black slavery and the
massacre of Native Americans. William Styron presents in his masterpiece,
Sophie's Choice (1979), the idea of the two greatest absolute evils in human
history, which, in his view, were materialized in black slavery and the
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holocaust: the slavery as a collective social enforcement of white supremacy
and the holocaust as an outcome of the 'overdetermination' of many social in-
fluences, that is, a composite agency of anti-Semitism and other factors such
as religion, economics, politics, or nationalism.

This article first highlights an episode in Ernest Hemingway's The Sun
Also Rises (1926) in which Robert Cohn was awakened to his Jewish identity
and the latent habitus of anti-Semitism at Princeton. We see the same kind of
awakening in the Jewish character Nathan Landau in Sophie's Choice, who
seems in the end to be crushed by the huge dogma of anti-Semitism. We can
recognize the tremendous violence of anti-Semitism in society from the ordeal
which the young Lionel Trilling experienced as a Jew at Princeton. In the
same vein, we can see the agony of Franz Fanon's Black Skin, White Masks
(1967), a work that makes a splendid analysis of the great bias of European
Christian culture towards regarding the color black as a stigma, as it is closely
connected with Satan, evil, immorality, or darkness-a bias which, in associa-
tion with the concept of the great chain of being, seems greatly responsible for
the view of black people as racially inferior in the human scale. Toni Morrison
also draws our attention to such problems as "the pain of being black" in
tightly racialized American society which had been shaped not only by the
prevalence of Social Darwinism in the late nineteenth century but also by the
enforcement of the Jim Crow laws and the twisted interpretation of the Bible
endorsed by the idea of white supremacy.

The murder of Emmett Till, a fourteen-year-old black boy from Chicago, by
two white supremacists, which took place in Money, Mississippi, in the sum-
mer of 1955, is symbolic of the structured violence, which resembles a
Southern version of Louis Althusser's idea of "Ideological State Apparatuses"
and which is based on the racial fanaticism peculiar to the Deep South.
Morrison wrote a play entitled DreamingEmmett, with the hope that the white
and the black could make the nightmare their common memory. William
Faulkner wrote a letter of grief and lamentation about this case to a newspa-
per, deploring the irredeemable violent bigotry of his native soil. In "Dry Sep-
tember" Faulkner describes such bigotry in a Southern small town as revealed
in the ex-soldier's effort to maintain "the power structure in which they
'protect' womenand terrorize blacks." Nevertheless, we should feel the shock
of recognition, as if we were dazzled by the deep chasm between actuality and
fiction, when we read his mysterious 1931 letter published in the Memphis
Commercial Appeal, a letter saying that lynch mobs "have a way of being

right."
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